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発明の効果
（新規性・優位性）

利用シーン（展開可能分野）

想定するライセンシー像
（保有技術や事業領域）

実機の過去の「動作状況」に関する情
報を、第１ニューラル・ネットワーク構成デ
ータとして入手でき、これに基づいて「動
作状況」を可視化して把握し、実機毎の
事情に即した診断を行うことができる。

産業用、家庭用、運輸用等の電力変

換装置の全般、スマートフォン、ＰＣから

Ｖ２Ｈを製造する企業のみならず、診断

が必要な設備を設けている企業も想定。

実施例では、家庭用蓄電池システム、非常

用電源、パワーコンディショナー、工場向けの

電源バックアップシステム、発電所の電力管

理システム等比較的大規模なシステム等を念

頭に置いているが、産業用、家庭用、運輸用

等の電力変換装置の全般に有用。
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